
AI活用セミナー 主催：経済産業省　ミカタプロジェクト

人に依存する製造業から、

知識が蓄積される

製造業へ。
技術継承・設計品質を変えるAI活用

日時 2026.11.6 金 17:00–19:00

会場 STATION Ai
3階 セントラルラウンジ

（名古屋市昭和区・JR鶴舞駅 徒歩6分）

参加無料
定員40名
締切 11/4(水)

ノウハウが人に依存している

ベテランの経験や判断が属人化し、技術継承が進まない。

経営者の方へ

手戻り・不具合をなくしたい

過去のトラブルや検討の抜け漏れがあり、同じ不具合を

繰り返してしまう。

管理職の方へ

技術資料を探すのに苦労する

規格・設計変更履歴・FMEAが散在し、探すだけで時間

が過ぎてしまう。

設計・生技の方へ

こんなお悩み、ありませんか？

AI活用の考え方から成功事例・導入の進め方まで、

2時間でまとめて解説します。（詳しくは裏面へ）



プログラム 第一線の専門家3名が、事例を交えてご紹介します。

講演

1
30分

暗黙知の組織知化

ミカタ専門家 浜田 康 元OEM 開発部長

ベテランエンジニアに蓄積された技術ノウハウ・暗黙知を、形式知化〜組織知化すること

で技術の伝承と高度化・効率化を実現。SECIモデルを軸としたAI活用のコンセプトと事例

をご紹介します。

講演

2
40分

技術情報の「探せる化」

ミカタ専門家 佐取 直拓 株式会社ミラリンク 代表取締役

社内に散在する膨大な情報やノウハウを、人の手を借りずにAIで集

約。情報検索時間の大幅削減や、検討の抜け漏れによる不具合の未

然防止を実現した成功事例と、製造業のAI活用最前線を

お伝えします。

対象となる情報： 過去の不具合データ 社内技術基準 JIS／ISO規格 設計変更履歴

FMEA情報 設計／製造プロセス

講演

3
20分

ミカタプロジェクトの活用

ミカタ専門家 大江 良二 ミカタプロジェクト・アドバイザー

自動車業界の潮流と「生業の高度化」の必要性を解説。新しいソリューションの導入検討

の初期段階で専門家を派遣する、行政支援の活用策をご紹介します。

Q&A 質疑応答・個別相談 40分
自社の課題やAI導入の疑問を、専門家に直接ご相談

いただけます。

開催

概要

日時 2026年11月6日（金）17:00–19:00

会場 STATION Ai 3階 セントラルラウンジ

〒466-0064 愛知県名古屋市昭和区鶴舞1丁目2番32号

JR鶴舞駅（STATION Ai前駅）から徒歩6分 ※名古屋駅から2駅

参加費 無料　／　定員40名（先着順）

主催 経済産業省　ミカタプロジェクト

申込締切

11/4
（水）

お申込みは、メールで

jp_cons_auto-supplier-support@pwc.com

件名「11/6 AI活用セミナー申込」とし、本文に会社名・部署名・お名前・参加人数・ご連絡先

をご記入ください。


